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長府藩田耕村で

江戸麻布―ツ橋で

京都壬生で新撰組同志により

仙台藩士、福島藩士らに

元備前藩士らに

江 戸 こ ぼ む し

「お前は、私の留守中に、戸棚の中の食べ物を、こつそりとつまみ喰いをするようだが、中に入つて

いる餞頭だけは食べるでないぞ。あの餞頭には毒が入つているので、食べるとすぐ死んでしまうからな

いいか、分かつたな」和尚が小僧に、きつく言いつけて所用で出掛けていった。

く毒の入つている鰻頭をわざわざ戸棚の中にしまつておくわけがない。きつとうまい饉頭にちがいないぞ〉

悪知恵の働く′1僧ヽは、和尚のうそを簡単に見破つて、さつさと 鰻頭を食べてしまった。

やがて、玄関口で、「お―い。今、帰つたぞ」と言う声がすると、

小僧が和尚の 秘蔵の茶碗を持ち出して来て、板の間に叩きつけて割つてしまった。そして、ワァーン、

ワアーンと泣きだした。「おい、どうした、どうして泣くのだ?」和尚が′b配してそばに寄つて行くと、

「和尚が大事にしているお茶碗を、うつかり落として割つてしまいました。死んでお詫びをしようと思つて、

戸棚の中の毒鰻頭を食べてみたのですが、まだ死ねません」といつて泣き出した。

小唄どどいつ なんでも出来て   お約束だけ できぬ人

桜吹雪に かり寝のむしろ  ずばらにゃすぎた 気まま酒

帰じともない お方は帰り   散らしともない 花は散る

経 済 の 時 間   【ディスクロージャー 】

情報を開示(公開)すること。投資家保護などを目的に企業の情報を公開することを指している。

投資家に対するディスクロージャーについては、証券取引法によつて規定されている。債権者などに

対するディスクロージャーについては、商法に規定されている。

江 戸 ベ ス ト 10

逸都

1坂 本竜馬

2伊 井直弼

3佐 久間象山

4ヒュースケン

5姉 小路公知

数 学 の 時 間

【幕末暗殺有名人 】

醤油屋近江屋新助方2階   6中 山忠光

桜田門外、水戸脱藩藩±17名 7清 河八郎

京都三条木屋町で     8芹 沢 鴨

攘夷派志士か       9世 良修蔵

京都朔平門外で      10横 井小楠

90分録音できる音楽テープに、曲の長さが3分20秒の曲と4分30秒の曲を合わせて20曲録音した。

結果、テープは14分残った。3分20秒の曲は何曲録音したか?

敬 学 の 時 間 『38号』 の 答 え

A=105段 =460:



落 語 知 識 【落語の用語】

◇ 芸人仲間だけにしか通じないシャレのこと。

◇ 一番はじめの出番のこと。

◇ 1月のうち、11日から20日までの興業をいう。

◇ 符牒で、手ぬぐいのこと。

◇ でまかせ、でたらめのこと。

rock,paper,scissors      綾とり

sta百ng contest      すごろく

thumb wresJhg     福笑い

ball bounchg       羽根突き

karuta             しりとり

【姉 川 の戦 い】

caゼs cradle

sugoroku

fukuwarai

battiedore and shuttlecock

japanese wcrd―chain game

楽屋落ち

サラ

中席

まんだら

ヨタ

江 戸 の こ こ わ ぜ   【身 か ら出 た 錆 】

この「身」は日本刀の刀身のことで、刀そのものから生じた錆が刀全体を腐らせることをいう。

その「身」を人の「身」に転じて、自分の犯した行いのために自分自身が苦しむことを意味している。

お い し い “中 事 の お 店 【長野県 千曲市 編 】

二 龍

なんでもおいしいです。

特に、焼きそば、えびそばが、グー.

至 上田市 方面

英 語 て こ う ぞ

じゃんけん ・口B・・

にらめっこ ・・口…

指相撲  ・・・ロロ

まりつき ・・・・・

かるた  …ロロ・

歴 颯 へ 0招 待

織田・徳川連合軍14,000対 浅井・朝倉連合軍13,000の戦いである。

浅井軍5,000は、第1隊磯野員昌。第2隊浅井政澄。第3隊阿閉貞秀。第4隊新庄直頼日本隊浅井長政。

朝倉軍8,000は、第1隊朝倉景紀。第2隊前波新八郎日本隊朝倉景健らが三田村に布陣した。

織田信長は姉川を挟んで対時、第1隊坂井政尚。第2隊池田恒興。第3隊木下藤吉郎。第4隊柴田勝家。

第5隊森可成。第6隊佐久間信盛・本隊織田信長。徳川軍は、第1隊酒井忠次。第2隊小笠原長忠。

第3隊石川数正日本隊徳川家康。

午前4時ごろ合戦の火ぶたが切つて落とされた。大軍は正面から、衝突し、一進―退となつたが、

徳川軍による横からの攻撃が功を奏し、浅井口朝倉連合軍を追い崩した。1,100余人を討ちとつたが、

味方も800余人の将兵を失うという、壮絶な戦いであつた。

お 知 ら せ   お読み戴いています 『かわらばん ナカニワ』がバックデータと共に

当社ホームページに載つております。

http://www.nakaniwa― cons.co.」 p
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